
　今月号の元気なまちかどでは、能と絵本の分野で
全国的に有名な方が来校され、児童が貴重な体験を
味わった、２つの小学校事業をご紹介しています。

　市内の小中学校では、授業の中で学校独自の事業を実施され
ています。そこに込められたメッセージは教育として意義のあ
ることはもちろんですが、学校生活の思い出の一場面としてい
つまでも心に残り続けることと思います。
　私自身が小学校の頃にみた演劇「泥かぶら」、主人公が「お
かあさーん」と呼びながら幕が降りるシーン、これまでいくつ
かのステージを見ましたが、今もひときわ鮮明に脳裏に焼きつ
いています。
　感受性豊かなこの時期だからこそ感じることができるいろん
な思い。いつまでも大切にしていきたいものです。　ち
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「広報あい こうか」がホームページでも
ご覧いただけます！

『広報あい こうか』の名称は市民憲章のそれ
ぞれの頭文字を並べてできる「あい こうか」
から名付けています。市民憲章とともに皆さ
んに親しまれる広報紙をめざします。

この広報誌は古紙パルプを配合しています。

世帯数 （＋  5）32,323

総　数 （－30）95,919 人

男 （－  1）47,562 人

女 （－29）48,357 人

世帯

H20.12.31現在　※（　）内は前月比
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このコーナーでは

市内の幼稚園、小中学校

の児童・生徒が描いた絵を

順次紹介していきます。

こうか

甲賀市の人口の推移
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篤
彦
さ
ん
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成
田
牧
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の
う
し
」

ほ
う
た
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つ
ひ
こ

柏
木
小
学
校　

１
年

　
　中
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愛
美
さ
ん

「
ど
ん
ぐ
り
ひ
ろ
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あ
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こ
う
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な
か
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学
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年
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▲本物の舞台芸術体験で能を体験：油日小学校（関連記事は１０ページ）
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新
名
神
高
速
道
路

　

甲
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通

　

甲
賀
市
消
防
出
初
式

　

水
口
図
書
館
開
館
１
０
０
周
年

　

元
気
な
ま
ち
か
ど

　
　
は
ん
ど
う
忍
者
か
ら
門
松
（
貴
生
川
幼
稚
園
）
／
甲
賀
市
民
駅
伝　

ほ
か

　
　
で
あ
い
こ
う
か
「
伝
統
行
事
を
支
え
て　

植
西
一
彦
さ
ん
」

　

こ
う
か
ま
ち
か
ど
特
派
員
の
ペ
ー
ジ

　

情
報
の
ま
ど

　

こ
う
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー
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撮影／西日本高速道路（株）

ア
ク
セ
ス
が
向
上
、地
域
・

経
済
の
活
性
化
が
加
速

甲南料金所完成予想図
（実際とは異なる場合があります）

　

甲
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
、甲
賀

土
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
信
楽
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
ほ
ぼ
中
間
地
点
に
位

置
し
て
い
ま
す
。待
望
の
開
通
は
、甲
南

地
域
を
は
じ
め
、水
口
、甲
賀
地
域
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
大
き
く
向
上
さ
せ
地
域
間

の
交
流
も
さ
ら
に
活
発
に
な
り
ま
す
。

亀山・名古屋方面
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甲南

寺庄

甲賀

油日

近江
鉄道

日野
水口

グリー
ンバイ

パス

甲南IC

1

※
甲
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
、E
T
C
を

搭
載
し
て
い
な
い
車
も
利
用
で
き
る
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
す
。

新
名
神
高
速
道
路

甲
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通

地
域
活
性
の
期
待
を
乗
せ

月 日

　

地
域
の
活
性
化
を
支
援
す
る
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
し
て
整
備
さ

れ
て
き
た
新
名
神
高
速
道
路
甲
南

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
、3
月
20

日
午
後
3
時
に
開
通
し
ま
す
。

　

昨
年
2
月
の
開
通
以
来
、予
想

を
大
き
く
上
回
る
利
用
が
あ
り
、

既
に
多
方
面
で
効
果
を
生
み
出
し

て
い
る
新
名
神
高
速
道
路
。甲
賀

市
の
玄
関
と
な
る
甲
賀
土
山
、信

楽
両
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
続

き
、市
内
3
つ
目
と
な
る
甲
南
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に「
新
名
神
効

果
」の
加
速
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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１

問
い
合
わ
せ

甲
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
多
彩
な
効
果

●
地
域
産
業
の
発
展

　

甲
南
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
パ
ー
ク
を
は

じ
め
と
す
る
、市
内
の
工
業
団
地
に
近

い
場
所
に
位
置
し
ま
す
。こ
の
た
め
、

人
や
モ
ノ
の
行
き
来
が
活
発
に
な
り
、

産
業
の
発
展
、雇
用
の
促
進
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

●
観
光
振
興

　

周
辺
観
光
施
設
や
伊
賀
地
域
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
向
上
し
ま
す
。こ
れ
は
、市
内

を
中
心
と
し
た
観
光
エ
リ
ア
の
拡
大
に

つ
な
が
り
、相
乗
効
果
に
よ
る
、観
光
客

の
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●
緊
急
医
療
体
制
の
強
化

　

周
辺
地
域
や
、公
立
甲
賀
病
院
か
ら
、

三
次
医
療
施
設（
大
津
市
周
辺
）へ
の
患

者
の
搬
送
時
間
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

甲
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通
に
あ

わ
せ
て
、周
辺
の
道
路
も
整
備
、開
通
し

ま
す
。

※
甲
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
利
用
さ
れ

る
方
は
、甲
南
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
を
ご

利
用
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、甲
南
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
を
ご
利
用
後
は
、甲
南
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
は
出
ら
れ
ま
せ
ん
。

◆
家
族
み
ん
な
が
心
待
ち

　

家
族
が
三
重
県
に
勤
務
し
て
い
る
の

で
、開
通
す
る
と
通
勤
時
間
が
短
縮
で

き
、朝
夕
の
家
族
の
時
間
が
増
え
る
し
、

お
弁
当
の
準
備
も
助
か
り
ま
す
。

　

県
外
の
友
達
と
の
交
流
も
増
え
そ
う

で
す
。こ
ち
ら
へ
来
て
も
ら
う
の
に
、道

が
や
や
こ
し
い
の
で
、自
分
が
行
く
こ

と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、こ
れ
か
ら

は
気
軽
に
来
て
も
ら
え
そ
う
で
す
。

　

去
年
、新
名
神
が
開
通
し
て
、本
当
に

便
利
に
な
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。今
度
、

さ
ら
に
便
利
に
な
る
の
で
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。家
族
全
員
が
開
通
を
心
待
ち

に
し
て
い
ま
す
。

（
40
代
・
女
性
）

　
◆
地
域
の
特
色
を
活
か
し
て

　

甲
賀
市
は
面
積
が
広
い
の
で
、3
つ

の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
揃
っ
た
こ

と
で
、市
内
全
域
に
新
名
神
の
効
果
が

出
る
と
思
い
ま
す
。甲
賀
市
は
地
域
ご

と
に
い
ろ
ん
な
特
色
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。3
つ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

軸
と
し
た
、地
域
の
特
色
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
期
待
し
ま
す
。

（
60
代
・
男
性
）

◆
観
光
の
ア
ピ
ー
ル
を

　

市
内
に
は
、自
然
を
は
じ
め
、温
泉
な

ど
魅
力
的
な
観
光
資
源
が
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
、さ
ら
に

ア
ク
セ
ス
が
良
く
な
る
の
で
、施
設
を

整
え
て
、も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
け

ば
、観
光
地
と
し
て
賑
わ
う
と
思
い
ま

す
。

　

市
内
の
観
光
は
全
国
的
に
は
ま
だ
ま

だ
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。市

内
に
来
る
人
が
増
え
、多
く
の
人
に
甲

賀
市
の
魅
力
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

（
30
代
・
女
性
）

甲南IC開通、

わたしたちの期待

京都・大阪方面
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1
月
11
日
、
新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
嶋
市
長
ら
が
見
守
る
中
、
甲
賀
広

域
行
政
組
合
消
防
本
部
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
消
防
団
員
が
堂
々
と
分
列
行
進
、
ま
た
、

あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
で
の
式
典
で
は
、
多
く
の
来
賓
の
方
々
の
激
励
の
も
と
、
永
年
に
わ
た
り

消
防
団
活
動
に
精
励
し
貢
献
さ
れ
た
4
2
5
名
の
方
が
栄
誉
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
式
典
後
は
、
消

防
車
両
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
に
引
き
続
き
、
各
地
域
に
お
い
て
寒
風
を
も
の
と
も
し
な
い
、
き
び
き
び

し
た
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、
今
年
も
災
害
の
な
い
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
し
た
。

元
方
面
隊
長　

谷た
に
き
た北　

昇の
ぼ
る龍
（
土
山
）

元
副
隊
長　

西に
し
む
ら村
伊い

く

じ

久
次
（
水
口
）

元
分
団
長　

西に
し
だ田　

邦く
に
よ
し好
（
水
口
）

元
分
団
長　

青あ
お
き木　

博ひ
ろ
あ
き明
（
土
山
）

元
分
団
長　

山や
ま
し
き敷　

健け
ん
じ治
（
甲
南
）

元
分
団
長　

宇う

だ田　

武た
け
の
り徳
（
信
楽
）

元
副
分
団
長　

寺て
ら
だ田　

勝か
つ
の
り典
（
信
楽
）

元
副
分
団
長　

杉す
ぎ
も
と本　

久ひ
さ
き喜
（
信
楽
）

元
部
長　

高た
か
は
し橋　
　

均ひ
と
し

（
信
楽
）

元
部
長　

藤ふ
じ
た田　

利と
し
と人
（
信
楽
）

元
部
長　

服は
っ
と
り部　

成な
る
ひ
ろ宏
（
信
楽
）

元
部
長　

久ひ
さ
ま
つ松　

洋よ
う
じ二
（
信
楽
）

元
班
長　

田た
じ
ま嶋　

寿ひ
さ
み
つ充
（
甲
賀
）

元
班
長　

安や
す
い井
志し

ず

お

鶴
夫
（
甲
賀
）

元
班
長　

奥お
く
だ田　

隆り
ゅ
う
じ次
（
信
楽
）

元
班
長　

今い
ま
い井　
　

鉄て
つ

（
信
楽
）

元
班
長　

辻つ
じ　
　

義よ
し
ひ
こ彦
（
信
楽
）

元
団
員　

松ま
つ
も
と本　
　

実み
の
る

（
信
楽
）

消
防
長
長
官
表
彰
及
び

　

滋
賀
県
消
防
協
会
感
謝
状

（
15
年
以
上
勤
続
退
職
団
員
）

滋
賀
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

（
5
年
以
上
15
年
未
満
退
職
団
員
）91
名

日
本
消
防
協
会
長
表
彰　

精
績
章

副
団
長　

青あ
お
き木　

宗そ
う
い
ち市

滋
賀
県
知
事
表
彰 

永
年
勤
続
功
労
章

副
隊
長　

藤ふ
じ
え江　

敏と
し
の
り則
（
甲
賀
）

団　
　

員　

大お
お
い井　
　

浩ひ
ろ
し

（
信
楽
）

滋
賀
県
知
事
表
彰　

勤
続
功
労
章

副
隊
長　

増ま
す
だ田　

嘉よ
し
ひ
こ彦
（
甲
南
）

分
団
長　

杉す
ぎ
も
と本　

松ま
つ
ゆ
き之
（
甲
賀
）

分
団
長　

大お
お
た
に谷　

真し
ん
ご五
（
信
楽
）

分
団
長　

近こ
ん
ど
う藤　

直な
お
と人
（
信
楽
）

団　
　

員　

緒お
が
た方　

昌ま
さ
ひ
ろ弘
（
甲
南
）

滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰　

功
績
章

分
団
長　

小こ
ざ
き﨑　

浩ひ
ろ
か
ず和
（
水
口
）

分
団
長　

馬う
ま
の野　

一か
ず
お雄
（
甲
南
）

分
団
長　

高た
か
い井　

富と
み
ぞ
う造
（
信
楽
）

副
分
団
長　

松ま
つ
も
と本　

伴と
も
ひ
ろ宏
（
信
楽
）

副
分
団
長　

安や
す
い井　
　

朗あ
き
ら

（
甲
南
）

副
分
団
長　

葛く
ず
は
ら原　

千か
ず
や也
（
信
楽
）

副
分
団
長　

美み

ま馬　

崇た
か
ひ
ろ宏
（
信
楽
）

副
分
団
長　

山や
ま
し
た下　

和か
ず
お男

（
水
口
）

副
分
団
長　

高た
か
は
た畑　

宏ひ
ろ
あ
き亮

（
信
楽
）

滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰　

勤
功
章

副
隊
長　

大お
お
も
り森　
　

薫か
お
る

（
土
山
）

分
団
長　

河か
わ
い合　

鉄て
つ
ひ
さ久
（
甲
賀
）

分
団
長　

太お
お
た田　

一ひ
と
し志
（
甲
南
）

副
分
団
長　

徳と
く
ち地　

一か
ず
ひ
さ久
（
水
口
）

副
分
団
長　

北き
た
む
ら村　

仁ひ
と
し司
（
水
口
）

副
分
団
長　

鍋な
べ
や家　

善ぜ
ん
こ
う幸
（
土
山
）

副
分
団
長　

増ま
す
だ田　

晋し
ん
い
ち一
（
信
楽
）

副
分
団
長　

杉す
ぎ
も
と本　

信の
ぶ
ゆ
き幸
（
信
楽
）

部　
　

長　

小お
ぐ
ら倉　

三み
つ
お男
（
土
山
）

部　
　

長　

西に
し
ざ
わ澤　

義よ
し
ひ
ろ弘
（
甲
南
）

部　
　

長　

神か
ん
ざ
き崎　

倍ま
す
み
つ充
（
信
楽
）

部　
　

長　

杉す
ぎ
も
と本　

茂し
げ
お夫
（
信
楽
）

部　
　

長　

松ま
つ
も
と本　

裕ひ
ろ
か
ず和
（
信
楽
）

部　
　

長　

曽そ

わ和　

治は
る
ひ
こ彦
（
信
楽
）

部　
　

長　

桶お
け
い井　

幸こ
う
い
ち一
（
信
楽
）

部　
　

長　

奥お
く
む
ら村　

弘ひ
ろ
み
ち道
（
信
楽
）

滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

30
年
勤
続
章

団　
　

長　

植う
え
だ田　

和か
ず
お生

滋
賀
県
消
防
協
会

　

甲
賀
広
域
支
部
長
表
彰 

功
績
章

班　
　

長　

小こ
ば
や
し林　

伸し
ん
い
ち一
（
土
山
）

班　
　

長　

谷た
に
が
わ川　

智と
も
ひ
こ彦
（
信
楽
）

班　
　

長　

林は
や
し
だ田　

直な
お
ゆ
き之
（
信
楽
）

班　
　

長　

宮み
や
わ
き脇　

直な
お
て
る輝
（
信
楽
）

班　
　

長　

森も
り　
　

広ひ
ろ
の
ぶ宜
（
信
楽
）

団　
　

員　

林は
や
し　
　

栄え
い
い
ち一
（
土
山
）

式
典
で
感
謝
状
・
表
彰
状
を
受
け
ら
れ
た
主
な
方
（々
敬
称
略
）

▶車両パレード

▶分列行進

地域の安心・安全を願って　平成21年甲賀市消防出初式
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　現在、甲賀市消防団には1,202名（内
女性消防団18名）の方が入団されてい
ます。
　あなたも、防災への知識や技術を身
に付け、地域の安心
に応える消防団員に
なりませんか。消防
団に興味を持たれた
方や、入団を希望さ
れる方は、総務課総
合防災係までお問い
合わせください。

地域の安心・安全を願って　平成21年甲賀市消防出初式

団　
　

員　

福ふ
く
な
が永　

忠た
だ
か
つ克

（
甲
賀
）

団　
　

員　

曽そ

わ和　

康や
す
の
り典

（
甲
賀
）

団　
　

員　

松ま
つ
や
ま山　

義よ
し
ひ
ろ弘
（
甲
賀
）

団　
　

員　

荒あ
ら
か
わ川　

明あ
き
ひ
こ彦
（
甲
賀
）

団　
　

員　

杉す
ぎ
た田　

雅ま
さ
ひ
で英
（
甲
賀
）

団　
　

員　

増ま
す
だ田　

浩ひ
ろ
よ
し良
（
甲
南
）

団　
　

員　

高た
か
は
し橋　

俊と
し
は
る治
（
甲
南
）

団　
　

員　

水み
ず
の野　

光こ
う
い
ち一
（
甲
南
）

団　
　

員　

高た
か
は
ら原　

賢よ
し
た
か貴
（
信
楽
）

団　
　

員　

福ふ
く
に
し西　

勇は
や
と人
（
信
楽
）

団　
　

員　

上う
え
だ田　

尚な
お
き樹
（
信
楽
）

団　
　

員　

辻つ
じ　
　

謙け
ん
い
ち一
（
信
楽
）

団　
　

員　

北き
た
だ田　

和か
ず
や也
（
信
楽
）

団　
　

員　

大お
お
た
に谷　

康や
す
ひ
ろ弘
（
信
楽
）

市
長
表
彰　

功
労
章

副
隊
長　

増ま
す
だ田　

嘉よ
し
ひ
こ彦
（
甲
南
）

分
団
長　

杉す
ぎ
も
と本　

松ま
つ
ゆ
き之
（
甲
賀
）

分
団
長　

大お
お
た
に谷　

真し
ん
ご五
（
信
楽
）

分
団
長　

近こ
ん
ど
う藤　

直な
お
と人
（
信
楽
）

市
長
表
彰　

技
能
章

班　
　

長　

髙た
か
は
た畑　

秀し
ゅ
う
じ司
（
信
楽
）

班　
　

長　

市い
ち
む
ら村　

宜よ
し
ひ
さ久
（
信
楽
）

団　
　

員　

岩い
わ
た田　

一か
ず
た
か孝
（
信
楽
）

団　
　

員　

奥お
く
し
ま嶋　

力り
き
や哉
（
信
楽
）

団　
　

員　

奥お
く
む
ら村　

孝た
か
し史
（
信
楽
）

団　
　

員　

中な
か
い井　

一か
ず
よ
し良
（
信
楽
）

団
長
特
別
表
彰

班　
　

長　

髙た
か
は
た畑　

秀し
ゅ
う
じ司
（
信
楽
）

班　
　

長　

市い
ち
む
ら村　

宜よ
し
ひ
さ久
（
信
楽
）

団　
　

員　

岩い
わ
た田　

一か
ず
た
か孝

（
信
楽
）

団　
　

員　

奥お
く
し
ま嶋　

力り
き
や哉

（
信
楽
）

団　
　

員　

奥お
く
む
ら村　

孝た
か
し史

（
信
楽
）

団　
　

員　

中な
か
い井　

一か
ず
よ
し良
（
信
楽
）

団　
　

員　

中な
か
じ
ま嶋　

大ひ
ろ
の
り展
（
水
口
）

団　
　

員　

田た
な
か中　

健け
ん
い
ち一
（
水
口
）

団　
　

員　

中な
か
じ
ま島　

博ひ
ろ
ゆ
き之
（
水
口
）

団　
　

員　

島し
ま
だ田　
　

優ま
さ
る

（
水
口
）

団　
　

員　

秀ひ
で
く
ま熊　

友と
も
の
り則
（
水
口
）

団　
　

員　

奥お
く
む
ら村　

忠た
だ
ひ
ろ宏
（
水
口
）

団　
　

員　

平ひ
ら
い井　
　

博ひ
ろ
し

（
甲
南
）

団　
　

員　

高た
か
お尾　

貴た
か
ひ
ろ宏
（
甲
南
）

団　
　

員　

小こ
た
に谷　

泰や
す
あ
き章
（
甲
南
）

団　
　

員　

池い
け
も
と本　

亮あ
き
は
る治
（
甲
南
）

団　
　

員　

渡わ
た
な
べ辺　

匡ま
さ
と
し寿
（
甲
南
）

団　
　

員　

飯い
い
だ田　

喜よ
し
の
り憲
（
甲
南
）

団　
　

員　

神こ
う
や
ま山　

哲て
つ
や也
（
甲
南
）

他
に
も
、
功
績
優
秀
な
団
員
に
左

記
の
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

60
周
年
記
念
表
彰 

8
名

滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

20
年
勤
続
章 

 

4
名

滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

10
年
勤
続
章 

 

59
名

滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

精
励
章（
銅
章
）  

55
名

滋
賀
県
消
防
協
会

　

甲
賀
広
域
支
部
長
表
彰

　

5
年
勤
続
章 

 

93
名

　

市
長
表
彰　

功
績
章 

30
名

　

市
長
表
彰　

精
勤
章 

78
名

　　　　　　　総務課　総合防災係
☎ 65-0665　  63-4554
問い合わせ

あなたも消防団に
入りませんか

▶受章者代表からの謝辞▶各地域で行われた一斉放水
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水
口
図
書
館
は
、明
治
42
年
2
月
、水
口
小
学
校
に

私
立
の
図
書
館
と
し
て
開
館
、今
年
で
1
0
0
周
年
を

迎
え
ま
す
。

　

同
館
は
、開
設
後
に
3
回
の
移
設
が
行
わ
れ
、現
在

の
碧
水
ホ
ー
ル
横
の
図
書
館
は
4
代
目
と
し
て
多
く

の
方
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
と
し
て
有
名
な「
旧
水
口
図
書
館

（
国
の
登
録
有
形
文
化
財
）」は
2
代
目
で
、昭
和
3
年

の
完
成
と
と
も
に
町
に
移
管
さ
れ「
町
立
図
書
館
」と

な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
45
年
、水
口
中
央
公
民
館
の
建
設
と
同
時
に
同

館
2
階
へ
移
転
、3
代
目
と
な
り
ま
し
た
。（
蔵
書
冊
数

約
1
万
1
千
冊
）

　

そ
の
後
、昭
和
58
年
、現
在
地
に
建
設
、4
代
目
と
な

り
ま
す
。（
平
成
20
年
3
月
末
蔵
書
冊
数
約
12
万
冊
）。

　

1
0
0
年
を
数
え
た
水
口
図
書
館
。こ
れ
か
ら
も
広

く
市
民
の
図
書
館
と
し
て
、来
館
さ
れ
る
皆
さ
ん
を
温

か
く
お
出
迎
え
し
ま
す
。

読
書
に
学
習
に
、皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
一
世
紀

水口
図書館開館

周年

▶水口図書館一覧

▶水口図書館創設趣旨

100周年を記念し、おはなし会や

図書館巡回展など、さまざまな行

事を予定しています。

●●●記念展示● ●●

日時

▲

2月28日㈯～3月22日㈰

　　　午前10時～午後5時30分

場所

▲

水口図書館玄関ホール

（月曜休館）

その他の行事の詳細は、館内のポ

スターやチラシをご覧ください。

資料でみる
水口図書館創成期

　図書館設立当時を知る資料に「水口図書館一覧」

（水口図書館蔵）があります。　資料によると　同館は、明治41年1月、水口小学

校創立第25回記念式で有志により創立が提案さ

れ、同年6月には、水口町教育会らが「水口図書館創

設趣旨」を作成しました。設立提案から1年後の明治

42年2月に開館したことが分かります。
　写真は、初代として開設した水口小学校内の水口図書館平面図です。

　下の写真は、初代図書館での閲覧風景です。

閲覧台兼用の腰掛け、書架、カード目録函など、当時

の備付器具も見て取れます。同館は開館後、半年間

で約6千人が来館、閲覧冊数は約7千冊であったよ

うです。

　その後、大正11年度には年間来館者数が約9千人

となり、当時から愛され親しまれていた図書館で

あったことがうかがえます。
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　新利用カード作成の受付は、次のとお
り行います。

●受付開始日
・水口図書館    2月10日（火）～ 
・甲南図書交流館・信楽図書館
    2月11日（水）～
・土山図書館・甲賀図書情報館
    2月12日（木）～
●対　象／市内にお住まいの方、市内に
通勤・通学されている方
●持ち物／住所が確認できるもの
　（免許証、保険証、生徒手帳など）
※旧カードをお持ちの方も、新しい利用
カードに切り替えになります。（旧カー
ドと住所が確認できるものをお持ちく
ださい。）

図
書
館
新
利
用
カ
ー
ド
誕
生
！

市
内
図
書
館
共
通
の
新
し
い

利
用
カ
ー
ド
の
デ
ザ
イ
ン
が

決
ま
り
ま
し
た
。

水口図書館　☎ 63-7400　  63-4737
土山図書館　☎ 66-1056　  66-1067
甲賀図書情報館　☎ 88-7246　  88-7005
甲南図書交流館　☎ 86-1504　  86-1505
信楽図書館　☎ 82-0320　  82-3921

問い合わせ

イラストは、信楽町在住で、

絵本を数多く出版されている絵本

作家、市
い ち い

居みかさんの作品です。

市居さんが描く温かいデザインの

新カード、読書がますます

楽しくなりそうです。

決
ま
り
ま
し
た
。

決
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
、市
内
で
成
人
を
迎
え
ら
れ
る

方
は
、1
2
0
2
人
お
ら
れ
ま
す
。

　

1
月
11
日
、あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー

ル
で
、市
成
人
式
が
行
わ
れ
、市
内
の

新
成
人
約
7
0
0
人
が
参
加
、大
人
の

仲
間
入
り
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、中
嶋
市
長
か
ら
祝
福

と
激
励
の
挨
拶
が
あ
り
、新
成
人
の

前
途
を
祝
い
ま
し
た
。そ
の
後
、新
成

人
を
代
表
し
て
、竹た

け
だ田
純じ

ゅ
ん

さ
ん
と
長お

さ

弥や
よ
い生

さ
ん（
水
口
町
）か
ら
誓
い
の
言

葉
が
あ
り
、大
人
と
し
て
の
こ
れ
か

ら
の
夢
や
思
い
が
力
強
く
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、式
典
後
は
、市
内
の
中
学
校

区
ご
と
に
、自
分
た
ち
で
企
画
し
た
集

い
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、寒
さ
が
非
常
に
厳
し
い

日
と
な
り
ま
し
た
が
、色
艶
や
か
な
振

り
袖
や
ス
ー
ツ
を
身
に
ま
と
っ
た
新

成
人
た
ち
が
、旧
友
と
の
久
々
の
再
会

を
喜
び
、近
況
を
報
告
し
あ
っ
た
り
、

記
念
撮
影
を
し
た
り
と
、和
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
日
の
こ
の
日
は
大
人
へ
の
第
一

歩
、
自
分

ら
し
さ
を

大
切
に
し

つ
つ
、
成

人
と
し
て

の
自
覚
を

持
っ
て
素

敵
な
大
人

に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

▶中嶋市長に誓いの言葉を述べる竹田さん（左）と長さん

▶

大人への第一歩、市民ホールに集う皆さん

～市成人式～

新たな
門出を祝う
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わたしが描いた

　

緑
豊
か
な
田
ん
ぼ
や
里
山
、
日
本
に
古
く

か
ら
あ
り
、
見
る
人
を
心
和
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。
こ
う
し
た
風
景
は
、
人
と
自
然
が
一

体
と
な
っ
て
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
日
本
特

有
の
環
境
で
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
が
存
在

す
る
、
価
値
の
あ
る
風
景
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
優
れ
た
景
観
を
選
ぶ
、「
に
ほ

ん
の
里
1
0
0
選
」
の
一
つ
に
、
甲
南
町

杉
谷
新
田
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

「
人
々
の
暮
ら
し
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
き

た
、
す
こ
や
か
で
美
し
い
里
を
選
ぶ
」
を

趣
旨
に
、
2
0
0
0
点
以
上
の
候
補
地
の

中
か
ら
選
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

美
し
く
管
理
さ
れ
た
田
畑
と
多
く
の
動

植
物
が
共
存
す
る
同
地
域
。
岩
尾
山
を
中

心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
が
あ
る
、「
箱
庭

の
本
物
版
」
を
め
ざ
し
、
地
域
の
方
が
保

全
に
努
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
緑
豊
か
で
生
き
物
で
賑

わ
う
、
に
ほ
ん
の
里
で
あ
り
続
け
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　市教育委員会では「早寝・早起き・朝ごはん」に「あいさつ・読
書・運動」を加えた6つの基本的な生活習慣を、子どもたちに一番
大事な実践目標として掲げ、市内の各家庭や学校、地域において意
識啓発に取り組んでいます。

にほんの里１００選に甲南町杉谷新田すこやかで美しい里

　子どもの健やかな成長には、規則正しい生活のリズムが欠かせません。
このことから、甲賀市をはじめとする関係機関で、「早寝・早起き・朝ご
はん」運動を展開しています。
　この運動の一つとして、「早寝・早起き・朝ごはん」県民運動ポスター
コンクール（滋賀県教育委員会ほか主催）が行われ、県内151校から、1，
544点の応募がありました。審査の結果、市内から児童9名の作品が「早寝・
早起き・朝ごはんポスター100選」に入選、そのうち小学生の部で柏木小
学校3年田

た な か

中きららさんの作品が滋賀県教育長賞に選ばれました。
　子どもたちが描いた元気が出る絵、楽しく運動を推進してくれそうです。

●入選の皆さん（敬称略）
　　氏  名　　　小学校（学年）
　田

た な か

中きらら 柏　木（3年）
　東
ひがし

　興
こうし ろ う

志朗 貴生川（5年）
　川

かわごえ

越　風
ふ う な

奈 信　楽（4年）
　吉

よしむら

村優
ゆ き な

希奈 信　楽（3年）
　中

なかみち

道　　亮
りょう

 柏　木（3年）
　深

ふ か お

尾　優
ゆ う は

葉 水　口（3年）
　西

に し だ

田　悠
ゆ の

乃 信　楽（1年）
　酒

さ か い

井　美
み く

玖 甲南第二（1年）
　東
あずま

　　咲
さ く ら

良 甲南第二（1年）

●
滋
賀
県
教
育
長
賞
受
賞
の

　
　
　
　
　
　
　

田
中
さ
ん
の
作
品生涯学習課  生涯学習係  ☎ 86-8021   86-8380問い合わせ

～県民運動ポスターコンクール・ポスター 100選に市内児童9名入選～

「早寝・早起き・朝ごはん」
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　市では、児童の健やかな成長、学校生活の充実を願っ
て、小学校、中学校に入学する児童を養育している母子
（父子）家庭の母（父）、または養育者家庭の方に、入学準
備に必要な経費の一部を支給します。

●対　象／市内に引き続き1年以上お住まいの方（住
民登録がある方）で、平成21年4月に小学校、中学校
に入学される児童を監護しているひとり親家庭もし
くは、両親のいない家庭

●手続き期間／2月2日（月）～27日（金）の土・日・祝日を
除く午前8時30分から午後5時15分までの間（この期
日後の申請は認められませんので注意してください。）
●場　所／市民窓口センターおよび、各支所地域窓口課
●支給額／
　小学校入学（平成14年4月2日生～平成15年4月1日生）　5,000円
　中学校入学（平成8年4月2日生～平成9年4月1日生）　10,000円
●支給日／3月31日
※支給要件等詳細は、お問い合わせください。

交通災害
共済制度

一
人
ひ
と
り
が
わ
ず
か
な
掛
金
を
出

し
合
い
、不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
あ

わ
れ
た
方
へ
見
舞
金
を
お
く
り
救
済

し
よ
う
と
、県
下
全
市
町
で
構
成
し
て

い
る
共
済
制
度
で
す
。

■
加
入
で
き
る
方

　

市
内
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国

人
登
録
を
し
て
い
る
方
、市
内
の

事
務
所
・
事
業
所
・
学
校
な
ど
に
勤

務
ま
た
は
在
学
し
て
い
る
方

■
年
間
掛
金

　

1
人
に
つ
き
5
0
0
円

■
申
込
期
間

　

2
月
1
日（
日
）〜

■
共
済
期
間

　

平
成
21
年
4
月
1
日
〜

平
成
22
年
3
月
31
日

※
平
成
21
年
4
月
1
日
以
降
に
申

し
込
み
さ
れ
た
場
合
の
共
済
期

間
は
、申
込
日
の
翌
日
か
ら
平
成

22
年
3
月
31
日
と
な
り
、こ
の
場

合
も
掛
金
は
5
0
0
円
で
す
。

■
加
入
方
法

　

各
区
お
よ
び
自
治
会
を
通
じ

て
、各
世
帯
に
加
入
申
込
書
を
配

布
し
ま
す
。ま
た
、市
役
所
窓
口
や

申
込
先
金
融
機
関
窓
口（
郵
便
局

除
く
）に
加
入
申
込
書
を
備
え
付

け
て
い
ま
す
の
で
、掛
金
を
添
え

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
振
込
で
の
入
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

直
接
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。）

　
【
見
舞
金
の
支
給
対
象
】

　

道
路
で
起
き
た
車
両
等
に
よ
る

事
故
で
、1
日
で
も
通
院
さ
れ
れ

ば
見
舞
金
の
支
給
対
象
に
な
り
ま

す
。（
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。）

生
活
環
境
課　

生
活
交
通
担
当

☎
６
５-

０
６
８
６

６
３-

４
５
８
２

問
い
合
わ
せ

心
配
な

交
通
事
故
に
備
え
て

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

社会福祉課　児童家庭支援担当　☎ 65-0705　  63-4085問い合わせ

　万一の事
態に備えて、1月
17日、甲賀市役所で災害時初動訓練
を実施しました。
　当日は、午前4時45分に土山の頓宮
断層で震度5強の直下型地震が発生
したとの想定。全職員に緊急メール
を送信するとともに、メールや電話
による非常召集訓練を行い、対象職
員約300名が甲南庁舎に緊急参集し
ました。
　甲南庁舎には、中嶋市長を本部長
とする災害警戒本部が設置され、職
員は初動マニュアルに従い対応、情
報収集や救護医療などの担当に分か
れた訓練を進めました。
　市では、今後もあらゆる災害を想定
した訓練を行いながら災害に強いま
ちづくりを進めます。

▶災害状況を
　集約する本部

市役所で

災害時初動

訓練を実施
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月
14
日
・
15
日
、
甲
南
中
部
小
学
校

と
希
望
ヶ
丘
小
学
校
に
、
絵
本
に
っ

ぽ
ん
賞
を
受
賞
さ
れ
、
落
語
絵
本
シ
リ
ー
ズ

な
ど
で
著
名
な
絵
本
作
家
川か

わ
ば
た端
誠ま

こ
と
さ
ん
が
来

校
、
開
き
読
み
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
で
活
動
さ
れ
る
読
書
グ
ル
ー
プ
「
お

は
な
し
た
ま
て
ば
こ
」
の
方
が
、
川
端
さ
ん

の
ラ
イ
ブ
を
実
際
に
観
て
感
激
し
、
働
き
か

け
て
実
現
し
た
こ
の
ラ
イ
ブ
。
川
端
さ
ん
の

お
も
し
ろ
お
か
し
い
開
き
読
み
に
、
あ
っ
と

い
う
間
に
絵
本
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
た
児

童
。
笑
い
あ
り
、
感
動
あ
り
の
楽
し
い
時
間

を
す
ご
し
、
絵
本
の
楽
し
さ
を
た
っ
ぷ
り
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

笑い、感動、絵本ワールドに
魅了

～絵本ライブ・甲南中部・希望ヶ丘小学校～

1

〜
本
物
の
舞
台
芸
術
体
験
・
油
日
小
学
校
〜

幽
玄
の
世
界
を
体
験

月
20
日
、
油
日
小
学
校
で
、
実
際
に

能
を
体
験
す
る
、「
本
物
の
舞
台
芸
術

体
験
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

能
は
、
継
承
さ
れ
て
い
る
演
劇
と
し
て
は

世
界
最
古
と
い
わ
れ
、
世
界
無
形
遺
産
に
指

定
さ
れ
、
国
際
的
に
も
有
名
な
伝
統
芸
能
で

す
。
こ
の
日
は
、
本
物
の
能
楽
師
が
来
校
、

普
段
な
か
な
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
本
格

的
な
芸
術
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

謡う
た
い

の
お
け
い
こ
で
は
、
能
楽
師
の
指
導
で
、

代
表
的
な
作
品
の
一
つ
「
高
砂
」
を
、
児
童

全
員
が
謡
い
ま
し
た
。
ま
た
、
舞
囃
子
を
共

演
し
た
り
、
貴
重
な
能
面
を
実
際
に
身
に
付

け
た
り
と
、
ま
さ
に
本
物
の
芸
術
に
身
近
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を

知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、

能
「
土つ

ち

ぐ

も

蜘
蛛
」

を
鑑
賞
、
優

雅
な
動
き
と

迫
力
あ
る
声

に
児
童
は
熱

中
、
幽
玄
の

世
界
を
堪
能

し
ま
し
た
。

1

が
明
け
、
貴
生
川
幼
稚
園
に
登
園
す
る
園
児
た
ち
、

目
の
前
に
置
か
れ
た
立
派
な
門
松
に
び
っ
く
り
。
今

年
も
貴
生
川
幼
稚
園
に
、「
は
ん
ど
う
忍
者
」
か
ら
門
松
が

届
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
が
扮
す
る
は
ん
ど
う
忍
者
か
ら
、
子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
願
い
贈
ら
れ
る
門
松
、
今
年
で
13
回
目
を
迎
え
ま

す
。
毎
年
、
こ
の
門
松
と
と
も
に
貴
生
川
幼
稚
園
の
楽
し
い

１
年
間
が
始
ま
り
ま
す
。

　

１
月
８
日
、
園
児
た
ち
は
、
お
礼
を
言
お
う
と
玄
関
に

集
合
、
門
松
の
前
か
ら
、
飯
道
山
の
は
ん

ど
う
忍
者
に
大
き
な
声
で
お
礼
を
言
い
ま

し
た
。
園
児
た
ち
の
声
は
、
き
っ
と
届
き
、

そ
し
て
今
年
も
は
ん
ど
う
忍
者
が
園
児
を

守
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

年

見守ってくれて
　　　ありがとう
～「はんどう忍者」から門松届く・
貴生川幼稚園～

▲「忍者さんありがとう」、はんどう忍者にお礼をいう園児

▲

届
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

▲

舞
囃
子
の
共
演

▲熱心に聞き入る児童
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風
吹
く
１
月
18
日
、
土
山
体
育
館
前
を

発
着
点
と
す
る
あ
い
の
土
山
マ
ラ
ソ
ン

公
認
コ
ー
ス
で
、
甲
賀
市
民
駅
伝
と
小
学
生
駅

伝
・
マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。９
区
間（
40
・
３
キ
ロ
）を
走
る
市
民
駅
伝
に
は
、

７
チ
ー
ム
、
63
人
が
、
４
区
間
（
８
・
０
キ
ロ
）
を
走
る
小
学
生
駅
伝
に
は
、
26
チ
ー

ム
１
０
４
人
が
参
加
、
寒
さ
厳
し
い
中
、
沿
道
か
ら
の
熱
い
声
援
を
受
け
、
メ
ン
バ
ー

へ
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
競
う
小
学
生
マ
ラ
ソ
ン
も
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ベ

ス
ト
を
尽
く
し
精
一
杯
走
り
抜
き
ま
し
た
。

▲全力を尽くしてラストスパート
　（小学生マラソン）

23

1200年の伝統行事を支える

　春の訪れを告げる風物詩として３月に行われる奈
良東大寺二月堂の「お水取り」、1200年以上続くこの
伝統行事、二月堂の舞台で火のついた松明を振り回す
「お松明」を見ようと、毎年全国から多くの人が訪れま
す。
　ここで使われる籠

かご

松
たいまつ

明には、甲賀市内の河川敷など
で集められた葛のつるが使われています。明治９年に
信楽のつるが使われたという記録があり、紫香楽宮と
の関係も考えられています。
　このつるは信楽町の「江州一心講」の皆さんの手に
よって集められています。その中の一人、参加して20
年余りになる植西一彦さん。毎年この季節、つる集め
に奔走されています。
　寒暖の差が激しいと、折れにくいつるができるた
め、甲賀のつるは松明の縛る部材に適しているとのこ
とですが、近年は、つるそのものが少なくなり、調達が
難しくなってきたそうです。
　「毎年、夏頃から、いろんなところを探し、見つけて
いるのですが、冬までに刈り取られてしまうところも
あります。毎年この時期はドキドキです。」と話す植西
さん。メンバーの高齢化などもあり、採取にはかなり
の困難が付きまといます。今年は初めて生育場所の情
報と採取のボランティアの募集もされました。

　「 今 年 、
1258回目の
お水取りを
迎えること
になります
が、つるがな
ければ行う
ことはでき

ません。奈良時
代から続いてきた伝統ある行事を私たちが途切れさ
す訳にはいきません。苦労も多いですが、多くの人に
感動を与える伝統行事の一翼を担っていければと思
います」と植西さん。
　今年も甲賀のつるが、伝統行事を支えます。

▲草の中からの採取は一苦労

GENKI na MACHIKADO

〜
第
５
回
甲
賀
市
民
駅
伝
、

　
‘
０
９
小
学
生
駅
伝
・
マ
ラ
ソ
ン
〜

寒
風
を
吹
き
飛
ば
す
力
走

寒

▲熱戦のスタート（市民駅伝）

植う
え
に
し西 

一か
ず
ひ
こ彦

さ
ん

（
信
楽
町
杉
山
）

主
な
結
果
（
敬
称
略
）

■
市
民
駅
伝

１
位　

水
口
Ａ

２
位　

土
山

３
位　

甲
南

■
小
学
生
駅
伝

【
男
子
】

１
位　

甲
賀
Ｊ
Ａ
Ｃ
・
Ａ

２
位　

伴
谷
小
Ａ

３
位　

水
口
サ
ン
ボ
ー
イ
ズ

【
女
子
】

１
位　

甲
賀
Ｊ
Ａ
Ｃ
・
Ａ

２
位　

伴
谷
小
Ｄ

３
位　

綾
野
ゆ
う
ゆ
う
Ａ

■
小
学
生
マ
ラ
ソ
ン

【
男
子
】

１
位　

嶌し
ま　
　

貴た
か
ひ
ろ広

２
位　

谷た
に　
　

拓た
く
み海

３
位　

川か
わ
ぐ
ち口　

征ま
さ
ず
み純

【
女
子
】

１
位　

小こ
に
し西　

萌も

え慧

２
位　

谷た
に
な
が永　

悠ゆ

き季

３
位　

今い
ま
い井　

佑ゆ

か香
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市
史
の
小
径

よ
く
ぞ
生
き
残
っ
た
中
世
の
農
具

　

甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館
に
は
、
棒

の
両
端
に
、
竹
製
の
か
ご
を
取
り

付
け
た
道
具
が
い
く
つ
も
収
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
。
ノ
ン
ゴ
・
ノ
ウ
ゴ

な
ど
と
呼
ば
れ
、
か
つ
て
甲
南
・

甲
賀
・
水
口
の
丘
陵
地
帯
で
、
土

運
び
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
一

帯
は
「
特
殊
重
粘
土
地
帯
」
と
も

呼
ば
れ
、
日
照
り
が
く
れ
ば
深
刻

な
干
害
、
水
が
あ
れ
ば
腰
ま
で
も

ぐ
る
湿
田
と
、
耕
作
に
苦
労
の
多

い
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
田
は
、
年
間
を
通
じ

て
水
を
張
る
必
要
が
あ
り
、
農
閑

期
に
ズ
リ
ン
な
ど
と
呼
ば
れ
る
粘

土
に
刈
草
な
ど
入
れ
た
肥
効
の
あ

る
堆
土
（
ク
マ
シ
）
を
、
田
に
入

れ
ま
し
た
。
ノ
ン
ゴ
は
こ
の
堆
土

を
運
ぶ
土
持
ち
に
用
い
ら
れ
た
の

で
す
が
、
現
在
で
は
日
本
中
を
探

し
て
も
お
そ
ら
く
他
で
は
残
っ
て

い
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
ノ
ン
ゴ
と
全

く
同
じ
形
で
同
じ
よ
う
な
用
途
に

使
わ
れ
て
い
る
様
子
が
、
５
０
０

年
前
の
絵
巻
物
に
描
か
れ
て
い
ま

す
。
な
ぜ
そ
れ
が
甲
賀
の
丘
陵
地

帯
で
使
い
続
け
ら
れ
た
の
か
。
そ

の
謎
は
今
秋
刊
行
予
定
の
市
史
第

６
巻
で
明
ら
か
に
さ
れ
ま
す
。

▲ノンゴ（ノウゴ）：甲南ふれあいの館蔵

歴
史
文
化
財
課　

市
史
編
さ
ん
室

甲
南
庁
舎
３
階

☎
８
６-

８
０
７
５

 

８
６-

８
２
１
６

問
い
合
わ
せ

【
市
史
販
売
所
】

〈
水
口
〉
T
Ｓ
U
T
A
Y
A
さ
ん
ぽ
う
ど
う
・
ハ
タ
ヤ
書

店
・
山
川
書
店
・
山
田
書
店
・
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

〈
土
山
〉
ウ
エ
ノ
・
新
名
神
土
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
案
内

所
・
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館
〈
甲
賀
〉
か
ふ
か
生
涯
学
習

館
〈
甲
南
〉
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
甲
南
店
・
甲
南
庁
舎
市
史
編
さ
ん

室
〈
信
楽
〉
大
宝
堂
谷
川
書
店
・
信
楽
中
央
公
民
館

人権推進課  ☎ 65-0693   63-4582問い合わせ

「泣いた赤鬼」（浜
は ま だ

田廣
ひ ろ す け

介作）から考える

このお話から次のように考えましたが、
みなさんはいかがですか。

○鬼が村人に分かってもらうために努力することも
大切だけれど、それ以上に、村人が鬼のことを分か
ろうと努力すべきだったのではないでしょうか。
○容姿や文化の違いを認め合うことが大切であり、
それを理由にいじめや排除をすることが間違って
いるのではないでしょうか。

　山の中に、一人の赤鬼が住んでいました。赤鬼は、村人た
ちとも仲よくしたいと考えて、自分の家の前に、
　「心のやさしい鬼の家です。どなたでもおいでください。
おいしいお菓子がございます。お茶も沸かしてございま
す。」
と書いた立て札を立てました。
　けれども、村人たちは疑って誰も遊びに来ません。赤鬼
は悲しみ、信用してもらえないことをくやしがり、ついに
は腹を立てて、立て札を引き抜いてしまいました。
　そこへ、友だちの青鬼が訪ねて来ました。わけを聞いた
青鬼は、次のように言いました。 
　「ぼくが村へ出かけて大暴れをする。そこへ赤鬼くんが
出てきて、ぼくをこらしめれば、村人たちにも、赤鬼くんが
心のやさしい鬼だということがわかるだろう。」
　「それでは君にすまない」としぶる赤鬼を青鬼は無理や
り引っ張って村へ出かけました。 
　計画は成功して、村人たちは安心して赤鬼のところへ遊
びにくるようになりました。
　こうして、赤鬼には村人の友だちができ、赤鬼はとても
喜びました。
　しかし、日がたつにつれて、気になってくることがあり
ました。それは、あの日から訪ねて来なくなった青鬼のこ
とです。 

　ある日、赤鬼は、青鬼の家を訪ねました。青鬼の家は、戸
が堅く閉まっていました。ふと、気がつくと、戸のわきに貼
り紙がしてあり、そこには次のように書かれていました。
　「赤鬼くん、村人たちと仲よく楽しく暮らしてください。
このままぼくが君とつき合っていると、村人たちは君も悪
い鬼だと疑うかもしれません。そう考えて、ぼくは旅に出
ることにしました。けれども、ぼくは君を忘れません。体を
大事にしてください。どこまでも君の友だち、青鬼。」 
　赤鬼は、だまってそれを読みました。二度も三度も読み
ました。戸に手をかけて顔を押し付け、しくしくと涙を流
しました。

34
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土山の河原
第
16
回

鮎河層群が見える
場所

（土山町黒川の田
村川河床）

甲賀市の大切な自然パートⅡ
～ 甲賀市内の大切な自然が存在する地域について紹介します ～

甲
賀
市
文
化
協
会

　
　
　

連
合
会
文
芸
欄

山
内
俳
句
教
室　
　
　

前
川　

掬
慈
選

・
故
郷
は  

近
く
て
遠
し  

十
三
夜　
　
　
　
　
　

・
白
壁
の  

蔵
を
色
ど
る  

蔦
紅
葉 

 
 

ひ
さ
え

・
ち
ぎ
り
と
り  

身
に
纏ま
と

ひ
た
き  

秋
の
雲　
　
　

・
月
光
や  

グ
ラ
ス
に
透
け
る  

能
登
の
海 

 

み
ち
え

・
子
犬
生
れ  

展
示
近
づ
く  

菊
薫
る

・
白
壁
の  

並
ぶ
宿
場
や  

つ
る
し
柿 

 
 

よ
し
こ

・
半
円
に  

作
り
し
小
菊  

風
の
径

・
足
早
に  

暮
れ
行
く
里
や  

柿
た
わ
わ 

 

み
ち
お

土
山
も
つ
く
会

・
冬
木
立  

昇
り
し
月
の  

見
え
隠
れ 

 
 

福
永　

昭
子

・
鷺
と
ぶ
や  

冬
田
に
影
を  

落
し
つ
つ 

 

藤
田　

恭
子

・
問
い
か
け
て  

答
ふ
も
の
無
し  

冬
木
立 

 

松
山　

多
津
子

・
文
机
の  

疵き
ず
に
も
慣
れ
て  

去こ

ぞ年
今こ
と
し年 

 

田
村　

勝
子

・
電
柱
の  

影
の
み
霜
を  

残
し
け
り 

 
 

福
井　

真
理

・
来
る
孫
に  

去
年
の
歌
留
多  

探
し
い
る 

 

大
西　

多
喜
男

ビ
カ
リ
ア
の
化
石

　土山地域の野洲川・田村川・笹
路川などの河原に下りると、泥や
砂が固まって縞模様をつくる地
層が見られることがあります。
　土山町鮎河から甲賀町北東
部には、鮎河層群と呼ばれる
地層があります。この地層から
は、ビカリアという巻貝、オキシジミやニッポノマ
ルシャという二枚貝、カニなど、海にすむ生物の化石
がみつかります。
　土山町黒滝の田村川河床からは、ヒゲクジラの化石
が見つかっています。頭骨は発見されませんでした
が、背骨や肋骨などが並んでいて、体長４．５メートル
程度のクジラと推定されました。この化石のレプリカ
は滋賀県立琵琶湖博物館で展示されています。
　また、土山町山女原の笹路川の河原からは、イルカ
の下顎の骨が発見されています。砂岩の塊の中から発

見され、酸で少しずつ溶かして苦労して取り出された
ということです。この化石のレプリカは六友館や琵琶
湖博物館で展示されています。
　鮎河層群から見つかる化石の種類や、地層の特徴か
ら、約1700万年前の土山には干潟や浅い海が広がっ
ていたと考えられます。詳しいことは
「甲賀市史第一巻」にも
書かれています。はるか
昔にクジラやイルカがい
まの土山で泳いでいたこ
とを想像しながら、是非
ご一読ください。

2日㈪、 9日㈪、 16日㈪、 23日㈪
2月の休園日

 みなくち子どもの森自然館
☎ 63-6712　  63-0466
問い合わせ

●
今
回
は
、あ
い
の
土
山
文
化
協
会
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
次
回（
４
月
１
日
号
）は
、
水
口
町
文
化
協
会
の
予
定
で
す
。
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こ 特派員のペー
うかまちかど

ジ
こうか
まちかど特派員

畑
はた

　久
ひ さ

男
お

甲賀駅

油日駅

　

市
内
を
走
る
J
R
草
津
線
の
甲
賀
地
域
に

は
、
2
つ
の
駅
が
あ
り
ま
す
。
市
内
の
一
番

東
に
位
置
す
る
油
日
駅
、
開
設
50
周
年
を
迎

え
て
記
念
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
駅
の
待
合
室
に
は
、
地
元
の
趣
味

の
会
員
に
よ
る
、
写
真
や
切
り
絵
な
ど
の
作

品
が
常
時
展
示
さ
れ
、
通
勤
・
通
学
・
旅
行

な
ど
の
乗
降
客
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
列
車

を
待
つ
し
ば
ら
く
の
時
間
も
、
気
持
ち
が
落

ち
着
き
、
和
む
こ
と
で
し
ょ
う
。
駅
員
さ
ん

に
よ
る
と
、
こ
れ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と

寂
し
く
な
る
の
で
、
い
つ
も
展
示
を
お
願
い

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
駅
舎
の
ま
わ
り
に
は
、
四
季
の
花
々

が
プ
ラ
ン
タ
ー
や
鉢
に
植
え
ら
れ
て
、
い
つ

も
美
し
く
咲
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
地
元
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
植
え
替
え
た
り
お
世

話
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
心
安
ら
ぐ
う
れ
し
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
駅
も
美
し
く
清
掃
さ

れ
て
、
利
用
客
の
汚
さ
な
い
マ
ナ
ー
の
向
上

に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
駅
員
さ
ん
の
努
力

も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
1
0
0
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
甲

賀
駅
、
こ
の
駅
の
南
玄
関
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ル
ー
ム
に
は
、
町
内
の
写
真
ク
ラ
ブ
の

会
員
の
作
品
が
常
設
展
示
さ
れ
、
利
用
客
は

も
ち
ろ
ん
、
展
示
作
品
だ
け
を
観
に
来
ら
れ

る
方
も
あ
り
ま
す
。
他
に
も
地
場
産

業
の
く
す
り
類
も
陳
列
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
駅
舎
に
は
忍
者

が
描
か
れ
、
名
物
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
「
油
日
駅
を
守
る
会
」「
甲

賀
駅
を
育
て
る
会
」
と
地

域
の
人
の
支
え
に
よ
っ
て

育
ま
れ
て
き
た
両
駅
、
J
R

草
津
線
の
複
線
化
が
待
ち
望

ま
れ
る
な
か
、
こ
れ
か
ら
も

多
く
の
利
用
客
を
癒
し
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

通
勤
、
通
学
な
ど
を
は
じ
め
、
毎
日
多
く
の
人
が
利
用
す
る
駅
。
古
く
か
ら
地
域

の
交
通
の
拠
点
と
し
て
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

駅
に
は
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
こ
と
か
ら
、
情
報
を
発
信
す
る
空
間
と
し
て
、
利

用
者
の
癒
し
の
空
間
と
し
て
、
様
々
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
甲
賀
地
域
の
2
つ
の
駅
の
素
敵
な
空
間
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

甲
賀
の
2
つ
の
駅
に
み
た

「
駅
の
オ
ア
シ
ス
」
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甲
南
中
央
運
動
公
園
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ハ
ウ
ス

初
回
使
用
者
講
習
会

日
時　
２
月
17
日（
火
）19
時
〜

　
　
　
　
　
21
日（
土
）９
時
30
分
〜

　
　
　
３
月
17
日（
火
）19
時
〜

　
　
　
　
　
21
日（
土
）９
時
30
分
〜

火
曜
日
か
土
曜
日
の
ど
ち
ら
か
都
合
の

良
い
日
に
受
講
く
だ
さ
い
。

受
講
料　
５
０
０
円（
要
事
前
申
込
）

 

甲
南
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
８
６
ー
６
９
７
１　

８
６
ー
６
９
８
４

弁
理
士
に
よ
る
知
的
財
産
権

（
特
許･

実
用
新
案･

商
標
等
）

相
談
会

日
時　
２
月
18
日（
水
）

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
所　

水
口
町
商
工
会

 
 

水
口
町
商
工
会

☎
６
２
ー
１
６
７
６　

６
３
ー
１
０
５
２

日
時　
２
月
25
日（
水
）

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
所　

信
楽
窯
業
技
術
試
験
場

 
 

信
楽
窯
業
技
術
試
験
場

☎
８
２
ー
１
１
５
５　

８
２
ー
１
１
５
６

※
ど
ち
ら
も
原
則
予
約
制

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

日
時　
２
月
12
日（
木
）13
時
〜
16
時

会
場　

甲
南
町
商
工
会
館
（
甲
南
庁
舎

別
館
２
階
）

※
要
事
前
予
約

 
 

甲
南
町
商
工
会

☎
８
６
ー
２
０
１
６　

８
６
ー
５
８
１
８

特
別
支
援
教
育
部
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
「
継
続

し
た
支
援
の
充
実
」
を
目
指
す

た
め
に

日
時　
２
月
15
日（
日
）

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
所　

サ
ン
ヒ
ル
ズ
甲
西
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　

基
調
講
演
「
支
援
の
継
続
性
〜
当

事
者
・
保
護
者
の
視
点
か
ら
考
え
る
〜
」

講
師　

独
立
行
政
法
人
国
立
特
別
支
援

教
育
総
合
研
究
所　
藤ふ

じ
い井
茂し

げ
き樹
氏

対
象　
特
別
支
援
教
育
に
関
わ
る
本
人
、

家
族
、
保
健
・
教
育
・
福
祉
・
就
労
・

医
療
等
の
支
援
関
係
者
、
そ
の
他
特
別

支
援
教
育
に
関
心
の
あ
る
方

費
用　

無
料

 

南
部
振
興
局
甲
賀
県
事
務
所
地
域
健

康
福
祉
部
（
甲
賀
保
健
所
）

☎
６
３
ー
６
１
４
８　

６
３
ー
６
１
４
２

２
月
は
「
相
続
登
記
は
お
済
み

で
す
か
月
間
」
で
す

　
滋
賀
県
司
法
書
士
会
で
は
、相
続
に
関

す
る
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

 

滋
賀
県
司
法
書
士
会

☎
０
７
７
ー
５
２
５
ー
１
０
９
３

０
７
７
ー
５
２
２
ー
１
３
９
６

お　

知　

ら　

せ

期間／2月16日（月）～3月16日（月）

時間／9：00～17：00
　　　（ただし12：00～13：00は、対応職員少）

場所／水口社会福祉センター福祉ホール

贈与税申告書の事前送付取りやめについて
　国税庁では、確定申告等における納税者利便の向上を図るため、「国税庁ホームページ」の充実に努めて
います。同ホームページでは、申告に必要な各種様式や手引きなどを手に入れていただけるほか、「確定申
告書等作成コーナー」では、所得税・消費税の申告に加えて、平成18年分から贈与税の申告書の作成が可能
となりました。
　つきましては、ホームページの利用の促進、事務処理の効率化を図るため、平成20年分以後の贈与税の
申告書用紙の事前送付を取りやめることとしました。ご理解ご協力をよろしくお願いします。

水口税務署　☎ 62-0314 （自動音声案内）問い合わせ

●開設期間中、税務署では、作成済みの申告書等の受付
（提出）、納税、納税証明の発行および用紙の交付など
のみを行います。

●左記会場では納税できません。お近くの金融機関をご
利用ください。

●水口社会福祉センターへのお問い合わせは、ご遠慮く
ださい。

※会場では、パソコンによる申告書の作成を推進しています。

平成20年分  確 定 申 告水口税務署からの
お知らせ

こうか
まちかど特派員

畑
はた

　久
ひ さ

男
お
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講
演
：「
子
ど
も
の
脳
の
発
達
と
子
育
て
」

同
志
社
大
学
赤
ち
ゃ
ん
学
研
究
セ
ン

タ
ー
所
長　
小こ
に
し西
行ゆ
く
お郎
氏

講
演
・
実
技
：「
子
ど
も
の
発
達
に
応
じ

た
事
故
予
防
」

県
立
小
児
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
看
護
士

馬ば
ん
ば場
恵け
い
こ子
氏

 

県
立
小
児
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
保
健

指
導
部

☎
０
７
７
ー
５
８
２
ー
６
２
０
０

０
７
７
ー
５
８
２
ー
６
３
０
４

第
２
回
忍
者
検
定
受
験
者
募
集

日
時　

３
月
28
日（
土
）10
時
〜

会
場　

甲
南
公
民
館
（
忍
の
里
プ
ラ
ラ
）

受
験
資
格　

初
級　
小
学
５
年
生
以
上
の
方

中
級　
第
１
回
忍
者
検
定
合
格
者

受
験
料　

初
級　
　

  

５
０
０
円

　
　
　
　
中
級　
１
、０
０
０
円

定
員　

初
級　
１
０
０
名
（
先
着
順
）

申
込
締
切　

２
月
27
日（
金
）

申
込
方
法　

各
支
所
お
よ
び
市
内
観
光

施
設
に
備
え
付
け
の
「
忍
者
検
定
受
験

申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
左

記
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
甲
南
町
観
光
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 
 

甲
南
町
観
光
協
会

〒
５
２
０

-

３
３
０
８

甲
南
町
野
田
８
１
０
番
地

☎
／

６
０
ー
２
６
９
０

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
労
働

（
雇
用
、
賃
金
等
）
相
談

日
時　
２
月
12
日（
木
）14
時
〜
16
時

場
所　
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

申
込　

電
話
で
予
約
受
付

※
労
働
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

 

商
工
観
光
課

☎
６
５
ー
０
７
１
０　

６
３
ー
４
０
８
７

日
司
連
市
民
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時　
３
月
１
日（
日
）13
時
〜
16
時

場
所　
栗
東
芸
術
文
化
会
館
さ
き
ら
中

ホ
ー
ル

内
容

島し
ま
だ田
洋よ
う
し
ち七
さ
ん
講
演

　
　
「
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

成
年
後
見
に
関
す
る
公
演

　
　
「
グ
ル
ー
プ
夢
う
さ
ぎ
」

申
込　
住
所・氏
名・参
加
希
望
人
数
を

左
記
ま
で

※
入
場
無
料

 
 

び
わ
湖
放
送
・
日
本
司
法
書
士
会

連
合
会　

市
民
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
係

☎
０
７
７
ー
５
２
４
ー
０
１
５
３

「
教
員
免
許
更
新
制
」
が
実
施

さ
れ
ま
す

　
平
成
21
年
４
月
か
ら
教
員
免
許
更
新
制

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

  

教
員
免
許
を
お
持
ち
の
方
で
、
現
職
教

員
で
な
い
方
が
、
今
後
、
講
師
と
し
て
学

校
・
幼
稚
園
で
勤
務
さ
れ
る
場
合
、
修
了

確
認
期
限
ま
で
に
、
講
師
登
録
を
行
い
、

免
許
状
更
新
講
習
を
受
講
・
修
了
し
、
手

続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
ext.go.jp/a_m

enu/
shotou/kousin/index.htm

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
講
師
登
録
は
、
市
教
育
委
員
会
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
勤
務
を
希
望
さ
れ
る

方
は
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
講
師
登
録
は
、
免
許
状
更
新
講
習
受
講

資
格
の
付
与
に
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
直

ち
に
採
用
が
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

 

学
校
教
育
課　

指
導
教
職
員
係

☎
８
６
ー
８
０
２
０　

８
６
ー
８
３
８
０

こ
ど
も
未
来
課　

指
導
振
興
係

☎
８
６
ー
８
１
８
２　

８
６
ー
８
３
８
０

県
教
育
委
員
会
事
務
局
教
職
員
課

☎
０
７
７
ー
５
２
８
ー
４
５
３
１

０
７
７
ー
５
２
８
ー
４
９
５
１

子
ど
も
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー

日
時　
２
月
25
日（
水
）14
時
〜
16
時
30
分

（
13
時
30
分
受
付
）

場
所　

県
立
小
児
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

１
階
研
修
室

内
容

募　
　
　

集

お　

知　

ら　

せ

ご
確
認
く
だ
さ
い

農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料

　

一
般
家
庭
排
水
の
農
業
集
落
排
水
施

設
使
用
料
は
、
基
本
料
金
2
、
0
0
0

円
と
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
世
帯
人
員
に
3
0
0
円
を
乗
じ
た
金

額
（
人
数
割
料
金
）
の
合
計
を
1
か
月

分
と
し
て
、
2
か
月
分
を
合
わ
せ
て
奇

数
月
に
請
求
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
方
で
、
下
宿
中
の
学
生
や
長

期
入
院
の
方
な
ど
、
実
際
に
居
住
さ
れ

て
い
な
い
方
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
人

数
割
料
金
の
減
免
申
請
が
で
き
ま
す
。

　

減
免
は
申
請
年
度
の
み
有
効
で
す
。

複
数
年
度
に
わ
た
っ
て
減
免
が
必
要
な

場
合
は
、
毎
年
3
月
中
に
次
の
年
度
分

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
度
途
中
か
ら
で
も
申
請
は
で
き
ま

す
が
、
減
免
さ
れ
る
の
は
申
請
さ
れ
た

月
以
降
の
請
求
分
か
ら
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・
減
免
申
請
書

・
減
免
の
理
由
を
証
明
す
る
書
類

　
（
例
）
ア
パ
ー
ト
等
の
賃
貸
契
約
書
の

写
し
、
入
院
費
用
の
領
収
書
の
写
し

な
ど

・
印
鑑

 

下
水
道
管
理
課　

管
理
係

☎
８
６
ー
８
３
９
７　

８
６
ー
８
０
３
２
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第
12
回
あ
い
の
土
山
斎
王
群
行

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

期
日　
３
月
29
日（
日
）

内
容

・
時
代
衣
装
の
着
付
け
と
化
粧

〔
３
月
14
日（
土
）13
時
30
分
か
ら
あ
い
の

土
山
文
化
ホ
ー
ル
に
て
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。〕

・
禊
ぎ
、
お
着
き
式
等
の
会
場
設
営
お

よ
び
撤
収

条
件　
ど
な
た
で
も
（
未
成
年
の
方
は

保
護
者
の
同
意
が
必
要
）

※
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
は
、
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 
 

あ
い
の
土
山
斎
王
群
行
実
行
委
員

会
事
務
局

☎
６
６
ー
１
６
０
２　

６
６
ー
１
６
０
３

普
通
救
命
講
習
受
講
者
募
集

日
時　
２
月
25
日（
水
）

９
時
〜
12
時
（
受
付
８
時
30
分
）

場
所　
甲
賀
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部

２
階
屋
内
訓
練
場

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
ま
た
は
お
勤

め
の
方

内
容　
心
肺
蘇
生
法
お
よ
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
等

申
込
締
切　

２
月
18
日（
水
）

参
加
費　

無
料（
定
員
50
名
）

 
 

甲
賀
広
域
行
政
組
合
水
口
消
防
署

救
急
係

☎
６
３
ー
１
１
１
９　

６
３
ー
７
９
４
１

信
楽
中
学
校
室
内
温
水
プ
ー
ル

３
月
短
期
ち
び
っ
こ
水
泳
教
室

生
募
集

期
間　
３
月
３
日（
火
）〜
28
日（
土
）

各
ク
ラ
ス
４
回

受
講
料

４
、０
０
０
円
（
保
険
料
別
途
５
０
０
円
）

募
集
期
間　
２
月
９
日（
月
）〜
23
日（
月
）

（
土
日
・
祝
祭
日
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。）

申
込
方
法　
受
講
料
持
参
の
う
え
、
信

楽
中
央
公
民
館
ま
で
。

募
集
コ
ー
ス

※
教
室
の
詳
し
い
内
容
等
に
つ
い
て
は

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

 

信
楽
中
央
公
民
館

☎
８
２
ー
８
０
７
５　

８
２
ー
２
４
６
３

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
８
６
ー
８
０
２
３　

８
６
ー
８
３
８
０

市
営
駐
車
場
の
利
用
者
募
集

受
付
期
間　
２
月
２
日（
月
）〜
13
日（
金
）

（
土・日・祝
を
除
く
９
時
〜
17
時
）

使
用
開
始
日　

３
月
１
日（
日
）

●
甲
賀
駅
南
駐
車
場　
３
区
画

●
甲
南
駅
前
自
動
車
駐
車
場　
１
区
画

３
、０
０
０
円
／
月

※
申
し
込
み
の
際
は
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。（
申
込
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。）

 

生
活
環
境
課　

生
活
交
通
担
当

☎
６
５
ー
０
６
８
６　

６
３
ー
４
５
８
２

●
油
日
駅
前
駐
車
場

３
、０
０
０
円
／
月

 

油
日
駅
を
守
る
会
☎
８
８
ー
５
８
７
９

●
甲
南
駅
前
駐
輪
場

自
転
車　
１
、５
０
０
円
／
月

原　
付　
１
、８
０
０
円
／
月

 

甲
南
駅
前
駐
輪
場
☎
８
６
ー
０
５
９
０

（
受
付
時
間
／
６
時
15
分
〜
９
時
15
分
、

13
時
〜
14
時
、
18
時
30
分
〜
20
時
30
分
）

自
衛
官
募
集

対象 クラス 内容 開催時間 定員
小学生 J - 1 ４泳法指導 水曜日 17：30～18：30 15
小学生 J - 2a クロール25M・背泳ぎ 火曜日 16：30～17：30 20
小学生 J - 2b クロール呼吸動作習得 金曜日 16：30～17：30 20
小学生 J - 3 バタ足･クロール導入 土曜日 16：00～17：00 20

園　児 グッピー
水曜 泳ぎの基本動作～バタ足 水曜日 16：30～17：30 15

園　児 グッピー
木曜 泳ぎの基本動作～バタ足 木曜日 16：30～17：30 15

小学生
園　児 スイミー 水慣れ～泳ぎの基本動作 土曜日 14：00～15：00 15

小学生
園　児 ドルフィン 泳ぎの基本動作～バタ足 土曜日 15：00～16：00 15

甲
賀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▶

詳
し
く
は
こ
ち
ら
か
ら

　

http://w
w
w
.city.koka.shiga.jp/

募集種目 受験資格 受付期間 試験日

予備自衛官補
（一般）

18歳以上
34歳未満

現在受付中
4/13まで

4/18～4/20
いずれか１日を指定予備自衛官補

（技能）

18歳以上で保有する
技能に応じて
53～55歳未満

 自衛隊滋賀地方協力本部　草津地域事務所
☎／ 077ー563ー8205
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小
学
生
の
た
め
の
国
際
理
解
講
座

世
界
ま
な
び
じ
ゅ
く
２
０
０
８

第
５
回
「
い
ろ
ん
な
国
の
服
を
着
て

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
し
よ
う
」

日
時　
２
月
15
日（
日
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
碧
水
ホ
ー
ル
練
習
室

対
象　
小
学
生（
大
人
も
可
）

持
ち
物　
フ
ァ
イ
ル・筆
記
用
具

参
加
費　

甲
賀
市
国
際
交
流
協
会
会
員　
３
０
０
円

非　
会　
員　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
円

※
２
０
０
８
年
度
の
フ
ァ
イ
ル
の
あ
る
方

は
１
０
０
円
引
き

定
員　
30
名

申
込
締
切　
２
月
10
日（
火
）

 
 

甲
賀
市
国
際
交
流
協
会

☎
／

６
３
ー
８
７
２
８

（
月
〜
金　
10
時
〜
17
時
）

桂か
つ
ら

一い
っ
ち
ょ
う蝶

の
笑
っ
て
楽
し
む

上
方
落
語
講
座

最
終
回
「
あ
い
の
土
山
寄
席
」

日
時　
２
月
22
日（
日
）14
時
開
演

場
所　

あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル

入
場
料　

前
売
１
、０
０
０
円
（
全
席
自

由
席
）

 

あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル

☎
６
６
ー
１
６
０
２　

６
６
ー
１
６
０
３

第
４
回
甲
賀
市
美
術
展
覧
会

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
自
然
の
素

材
で
作
ろ
う
！
」

日
時　
３
月
１
日（
日
）13
時
〜
16
時

場
所　
碧
水
ホ
ー
ル

内
容　
美
術
展
覧
会
立
体
部
門
委
員
の
指

導
に
よ
る
、自
然
素
材
で
の
作
品
制
作

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
（
低
学
年

は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

15
名
（
先
着
順
）
参
加
費
無
料

※
完
成
し
た
作
品
は
会
期
中
展
示
し
ま
す
。

 
 

文
化
振
興
課

☎
６
２
ー
２
６
２
６　

６
２
ー
２
６
２
５

バ
レ
ン
タ
イ
ン

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　
２
月
14
日（
土
）14
時
開
演

場
所　
あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー

出
演　

大
正
琴
ア
ン
サ
ン
ブ
ル「
ラ・ド
ゥ
」

入
場
料　
５
０
０
円

（
コ
ー
ヒ
ー
＆
ス
イ
ー
ツ
付
）

 

あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル

☎
６
６
ー
１
６
０
２　

６
６
ー
１
６
０
３

あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
コ
ン

サ
ー
ト　

２
ｎ
ｄ
シ
リ
ー
ズ

「
ワ
ン
コ
イ
ン
で
楽
し
む
ワ
ー

ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」

vol.
３　
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
＆
ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン

〜
ギ
タ
ー
・
デ
ュ
オ
・
ラ
イ
ブ
〜

日
時　
２
月
28
日（
土
）

18
時
30
分
開
演（
18
時
開
場
）

場
所　
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー

入
場
料　
５
０
０
円（
１
０
０
席
限
定
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー

ル
、
あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル
、
忍
の
里

プ
ラ
ラ
、
ア
ル
プ
ラ
ザ
水
口
で
発
売
中

 

あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

☎
６
２
ー
２
６
２
６　

６
２
ー
２
６
２
５

夜
空
旅
人
（
天
体
観
望
会
）

「
美
し
い
環（
わ
）を
も
つ
星

土
星
を
み
よ
う
」

日
時　
２
月
14
日（
土
）

19
時
30
分
〜
21
時
30
分

場
所　
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

※
天
侯
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

 
 

か
ふ
か
生
涯
学
習
館

☎
８
８
ー
４
１
０
０　

８
８
ー
５
０
５
５

信
楽
町
商
工
会
女
性
部

「
し
が
ら
き　

お
い
で
や
す　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
報
告
会
・

講
演
会

「
観
光
客
か
ら
見
た
信
楽
の
魅
力
と
は
」

〜
１
６
０
０
名
の
観
光
客
が
抱
く
信
楽
の

イ
メ
ー
ジ
か
ら
観
光
資
源
の
活
用
方
法
〜

日
時　
２
月
27
日（
金
）

10
時
〜
12
時
（
受
付
９
時
45
分
〜
）

場
所　
信
楽
伝
統
産
業
会
館　
３
階

内
容　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計・分
析
報
告
と

講
演
会

司
会　

立
命
館
大
学
経
営
学
部

催　
　
　

し

准
教
授　
石い
し
ざ
き崎
祥よ
し
ゆ
き之
氏　
　

※
事
前
申
込
不
要
、ど
な
た
で
も
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

 

信
楽
町
商
工
会

☎
８
２
ー
０
８
７
３　

８
２
ー
３
１
１
７

水
口
ス
ポ
ー
ツ
の
森
へ
行
こ
う

̶ 
お
詫
び
と
訂
正 

̶

　
１
月
15
日
号
「
確
定
申
告
の
ご
案
内
」
で

左
記
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

P
12
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
に
代
わ
る
確
認

と
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
」

●
誤
…
④
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ
う

な
症
状
・
行
動
や
意
思
疎
通
の
困
難
さ
が
見

ら
れ
、
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
の
人
で
身

体
障
が
い
の
程
度
が
３
級
か
ら
６
級
ま
で
に

該
当
す
る
人

○
正
…
④
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ
う

な
症
状
・
行
動
や
意
思
疎
通
の
困
難
さ
が
見

ら
れ
、
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
の
人　

⑤
指
定
医
の
診
断
書
等
で
身
体
障
が
い
の
程

度
が
３
級
か
ら
６
級
ま
で
に
該
当
す
る
人

●２月の催し
多目的グラウンド

１日㈰
ウィンターカップ（U-13）

（サッカー）
14日㈯

甲賀５年生大会（サッカー）
15日㈰

甲賀５年生大会決勝（サッカー）
※時間は変更される場合があるため掲載し 
　ていません
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　今月号の元気なまちかどでは、能と絵本の分野で
全国的に有名な方が来校され、児童が貴重な体験を
味わった、２つの小学校事業をご紹介しています。

　市内の小中学校では、授業の中で学校独自の事業を実施され
ています。そこに込められたメッセージは教育として意義のあ
ることはもちろんですが、学校生活の思い出の一場面としてい
つまでも心に残り続けることと思います。
　私自身が小学校の頃にみた演劇「泥かぶら」、主人公が「お
かあさーん」と呼びながら幕が降りるシーン、これまでいくつ
かのステージを見ましたが、今もひときわ鮮明に脳裏に焼きつ
いています。
　感受性豊かなこの時期だからこそ感じることができるいろん
な思い。いつまでも大切にしていきたいものです。　ち
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ご覧いただけます！

『広報あい こうか』の名称は市民憲章のそれ
ぞれの頭文字を並べてできる「あい こうか」
から名付けています。市民憲章とともに皆さ
んに親しまれる広報紙をめざします。

この広報誌は古紙パルプを配合しています。

世帯数 （＋  5）32,323

総　数 （－30）95,919 人

男 （－  1）47,562 人

女 （－29）48,357 人

世帯

H20.12.31現在　※（　）内は前月比

編 集

後 記

このコーナーでは

市内の幼稚園、小中学校

の児童・生徒が描いた絵を

順次紹介していきます。

こうか

甲賀市の人口の推移

　
　法

谷　

篤
彦
さ
ん

「
成
田
牧
場
の
う
し
」

ほ
う
た
に　
　

あ
つ
ひ
こ

柏
木
小
学
校　

１
年

　
　中

野　

愛
美
さ
ん

「
ど
ん
ぐ
り
ひ
ろ
ば
へ
さ
あ
い
こ
う
」

な
か
の　
　

   

ま
な
み

水
口
小
学
校　

４
年

市内の幼稚園

の児童・生徒が描いた絵を

順次紹介していきます。

「
成
田
牧
場
の
う
し

柏
木
小
学
校

　
　宿

谷　

亜
由
美
さ
ん

「
雨
傘
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

　
　
　
　
　

（
坂
道
で
）
」

し
ゅ
く
た
に　

  

あ   

ゆ   

み

伴
谷
小
学
校　

６
年

▲本物の舞台芸術体験で能を体験：油日小学校（関連記事は１０ページ）
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新
名
神
高
速
道
路
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南
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ン
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ー
チ
ェ
ン
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開
通

　

甲
賀
市
消
防
出
初
式

　

水
口
図
書
館
開
館
１
０
０
周
年

　

元
気
な
ま
ち
か
ど

　
　
は
ん
ど
う
忍
者
か
ら
門
松
（
貴
生
川
幼
稚
園
）
／
甲
賀
市
民
駅
伝　

ほ
か

　
　
で
あ
い
こ
う
か
「
伝
統
行
事
を
支
え
て　

植
西
一
彦
さ
ん
」

　

こ
う
か
ま
ち
か
ど
特
派
員
の
ペ
ー
ジ

　

情
報
の
ま
ど

　

こ
う
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー
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